






韓国は今 まで世界のどの園 と比べて見ても早い速度 で経済成長 を達成 した｡韓
国経済は1960年か ら現在まで年平均 9%の音質成長率 を示 してい る｡現在の韓国
の経済規模は､｢スペイン｣ とほぼ同 じ水準だが､成長速度は ｢スペ イン｣より高
い ｡ そのために､2001年には経済規模面で ｢スペ イン｣ を追い こし､英国 と同 じ
水準に致 るだろうと､韓国関数研究院 (KDI)は橡想 してい る｡ そして､2010年
には､英園 を追いこし､世界7位圏に進入す ると像測 され る｡韓国は先進国の経済
協力機構 である経済協力開資機構 (OECD)に加入す る橡定である｡本場 では､
韓国の産業化過程 を経済数展過程 でつかみ､文化の相封的な発展はどのように進
展 してきたか を､肯定的側面で観察 しなが ら､他方､産業化の進展 とともに蓄積
された物質的豊富が必 らず Lも､文化面に肯定的な影響 を輿えたのではな く､否
定的な側面 もグ くないことに問題の視点 を合わせて見るつ もりである0
2.韓圏の産業化過程
韓国の日本植民統治か ら解放 をむかえた1945年普時の経済状況は､悲惨極 ま り
なかった｡ 日本の統治期間中､韓国は日本の必要 によって､食料 と工業原料 を供
給す る基地役割 を果 した｡今寺に､1930年代には､ 日本の軍国主義の追求による必
要か ら､軍需的な重化草工業の建設が行われた｡ しか し､ このような重化準工業
は主に北韓に偏重 していて､南韓は農業中心の産業構造に限 られていた｡南韓 の
エ業 といえば､紡織工業 ･繊維工業などの軽工業が部分的に散在 していた｡また､
教電施設 も北韓地域に偏重 していたために､1945年の南北分断 とともに北韓か ら
の送電が中止 され､南韓は極端 な電力の不足状態におちいった｡1940-50年代 に
は､人口の 3分の 2以上がイ専続的な農業部門に従事 し､近代的な産業にあた る顔
工業に従事 した人口は､人口全体の10%に も及ばなか った｡ と くに､1950年に費
生 した韓国の南北戦争は残存 していた産業施設 を完全に破壊 してしまった｡南二化
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戦争が終った後 には､社食間接資本 と生産施設の大部分が破壊 された状態であっ
た｡休戦協定が調印 された1953年の場合､GNPの 5分の 4が農業生産の所得 であ
り一人普 りの国民所得は､ その曹時の ドル基準で67ドルにす ぎなかった｡
このような状態におちいった韓国経済の成長可能な要因 としては､博続的儒教
的価値 を継承 した韓国人の誠晋性 と教育であった｡ また､教育 を大衆的 に普及す
るために助けになった ｢- ンブル｣ (韓国の文字) もタか らず寄興 した｡既存の秩
序社食 に順応 しなが ら自制力 を強調す る儒教的価値 を尊牽 した韓国人は､産業発
展の役軍 としてつ とめるのに必要な天賦的 な資質を備えていた｡ そして､｢- ング
ル｣は大衆的に習び安い文字 として国民教育の量 と質 を拡大 ･最高す るにあたっ
て､大 きな役割 を果 した｡現在､よ く教育 された侵奪な人的資源の確保 は ｢- ン
グル｣ とい う国民的文字がなかったと仮定 した ら､大 きな削約 をうけたか も知れ
ない｡李承晩政府は､戦争の被害か ら経済 を再建 しようとす る意思 とともに､ こ
の期間に晋施 した教育殺資 と農地改革などは､韓国経済の発展に必要 な最小限の
基盤 となった01961年に執権 した朴正無政府は､輸 出の増大 を通 L:た経済成長 に
経済政策の焦点 を合わせた｡ このような輸 出主導型の経済政策は､1960年代 の年
平均経済成長率 8%､輸出成長率30%とい う著 しるしい成果をあげた｡
1970年代は軽工業か ら重化準工業中心の産業構造に移行す る横道輯換政策 を行
なったO その普時､重化準工業-の政策変化は物価 および貨金上昇 ･輸 出減グ と
い う副作用 を招いたが､現在の妓術産業化の基盤 を築 くために必要 な役割 を果 し
た｡ただ､間塊 となるのは､財閥中心の経済構造が経済の大企業集中力 を高めて､
中小企業の領域 を奪ったことである｡1980年代 には､1970年代の 2回にわた る石
油波動 と重化草工業の育成政策によって高まった物価上昇の緩和策 として､物価
妥定化の政策 を追及 した｡1970年代の重化準工業政策の副作用 を除 くために､金
融の自由化 ･輸入 自由化 などの自由化措置 を取った｡ このような措置が1980年代
の後半期の 3低減Jy､FPち､低い石油価格 ･低い国際金利 ･低い ドル価値 とい う
好材によって､韓国経済の高度成長が特頒 され国際競争力 を番 うのに助けになっ
た｡しか し､1988年以後には､民主化連動の激化 と共に労働争議が頻発 しなが ら､
急激な貨金上昇 と-緒に物価上昇率が高まって､韓国経済の安定基調が破 られは
じめ､国際競争力が退潮 した｡ このような経済危機 に直面 して､韓国の企業は､
労働集約的 な生産過程 を中国ない し東アジアに移 し生産費 を節減 した り､また､
中国に封す る輸 出需要の増大 と日本の圃貨の上昇 などが助けになって､経済的難
局 を打開す ることが可能であった｡ したが って､韓国は1990年代 に も年平均 7%




い技術分野 を基盤にした産業国 として費展 したのである｡
3.現代文化の危機
20世紀後半の人類は､全世界的 に文化の喪失危機 を経験 している｡大規模 な生
産力の費･連により､長い間､共同 しなが ら居んできた共同体か ら離れて､都市化
の波に囲まれ､都市-移住す るようになる｡ したがって､農村の人達は ｢農村｣
とい う共同体か ら享有 してきた ｢土地｣ と ｢村｣､また ｢父母の愛情｣ を失うよう
になった｡ そのかわ りに､｢かね｣ をもうけなければ､生 きられない とい う強迫感
に追われ､｢映画 とポップ ･ミュージック｣などの大衆文化によって､情緒的 な不
足感 を充 さなければならないようになった｡ と くに､アメ リカでは､豊かな社食
が到来 して個人主義的な享楽文化が特続的 な宗教価値 と代替 しなが ら離婚率が急
増 した｡ したがって､子供達は正常的な両親の保護の もとで成長す ることができ
ず､麻薬 ･銃器事件 などの青少年犯罪群団に巻 きこまれ るような状況である｡現
在､欧米諸国は情報妓術の発達によって､効率性の増大によ り生活の活性化にあ
ふているけれ ども､青'y年の教育問題 では､将来が それほど明 るいとは言えないO
かれ らの政府は､巨額の資金 を教育に殺資 してい るが､ その効果は余 りな い ｡ こ
れは､牡婚率の増加によって､健全な家族制度が壊れてしまったか らである｡
このような状況は韓国の場合 も､例タトではない｡経済成長過程 を支えた貴重な
価値体制がゆれている｡ とくに､不動産価格 の急激な上昇によって､不労所得 の
階層が急増 し､熱心にはた らいて金 をもうけるよ りは一挙に巨額の金 をもうける
とい うふ うな経済的欲望だけを充そうとする ｢黄金蔦能主義｣が勢力 を得ている｡
また､正統性のか ､軍事政権が登場 して以来､頂戴政治 とともに確力型の不正腐
敗が極 に遺 した｡ そのために､儒教的遺徳 を根幹 に した韓国の道徳観念にも変化
を束たすようになった｡すなわち､国家に忠誠 し父母 に孝行す るとい う韓国の特
続的な美徳 を失ってしまった｡
1993年か ら ｢文民政府｣の登場によって､政権の正統性 を回復す るよ うになっ
たことは幸いなことと考 えられ る｡文民政府の執権 と共にいろいろな改革が行わ
れたが､韓国の産業化過程 を通 じて､社食全般にわたって蔓延 した不正腐敗の根




韓民族は､約半万年にわたる歴 史とそのイ専統性 を伝継 している｡文化面におい
ても､特色ある固有性 を保 ってきた｡ また､韓民族は､件数 ･儒教 ･基督教 など
のタト乗の文化 を排斥 しないで､韓国のイ専統文化の枠の中で純化 して受容す る如禁
をもってきたo韓国の文化は､正義 を重視 し家族 とオ寸を中心に生活 を営んできたO
また､大人 を尊重 し礼儀 を守 る良い特性 をもっている｡近来には､基督教文化の
影響 を受けて､家族や地域 また国家のバ ウンダ リを越えて､人間の温情 を実践す
る世界的 な救済活動 と宣教運動 も盛んである｡ このような韓国の文化の特色の中
で､ もっとも重要だ と考 えられ る "正義に封す る尊重性" と 家̀族中心 の文化"
に射 して考察す る｡
(り 正義 を尊重する文化
韓民族は､昔か ら正義 を重んず る樽続 をもっていた｡儒教の影響 を主に うけた
正義を尊重す る思想は､朝鮮時代には "士人'(韓国音でセンビとい う官織 につか
ない単著 を梢す)精神 として表れた｡"正 しい草"のためならば､命 を奉げること
さえ表れない とい う "センビ"の気概は､朝鮮時代の歴 史の中で多く兄い出 され
る｡世祖の王位の剥奪に反射 して､華麗 な貴族生活 を授け出して "死の世界" を
選んだ "四大 臣"･"生大 臣"の話 しは､今 も､われ らの胸 に感動 を輿 える｡ この
ほかに も､音吐の生活向上 を観る改革 を進めたことが間鞄 となって死境 を主賓択 し
た埴光租､また日帝の韓国侵略 を世界に訴 えて自決 した李準などは韓国の "セ ン
ビ"精神 とその気概 を表 した代表的 な例 である｡ このよ うな "セ ンビ"精神 は､
日帝下では燭立運動 に継承 された し､解放後 には､不正腐敗 と反絹裁闘争に連結
された｡韓国の民主化に決定的 な役割 を果 した 4･19草生革命､ 5･18光川民主
化運動 は､韓国の民衆連の正義に封す る執着度 を見せた歴 史的事件である｡韓民
族の正義に封す る情熱は､なん ら傭件 なしに､"正 しい草なら実践す る"の を蹟靖
しない とい う宗教的 な性向 をもっていた｡韓国は､かつて､濁立運動 と民主化過
程で共産主義思想の影響 を強 く受けた こともある｡ しか し､ このような影響が韓
国の民族連動の主導的な思想にまで費展 しなかったのは､"正義が特定の目的達成
のための手段"であるとい う考 えかたは､韓国の精神的な文化にはよ く似合わな
かったか らである｡
(2)家族中心の文化
昔か ら､家族別度は韓民族の生活 を営むにおいて､ もっとも基本 となった｡祖
父母､父母､子供 と結ぶ垂直的構造 と夫婦 を中心 としている水平的構造が互いに
組み合 って､調和 を取 っていたのが､韓国の家族制度の特徴 であった｡ このよう
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な家族制度の中で､子供達は､父母､祖父母の愛情 をうけなが ら成長 してゆ くし､
老人連は貴昏期 を壁えて楽に錬生 を過す ことが可能であった｡ しか し､産業化 と
都市化が進展 しなが ら､韓国の家族構造にも大 きな変化 を費えている｡祖父母､
父母､子供達が一緒になってい る家族構造の中での生活は､急速に滅グ Lて両親
と子供達だけで住んでいる核家族別が増大 した｡ また､欧米のように､離婚率は
高 くはないが､ますます増大す る傾向 を見せている｡ しか し､韓国社食 を注意深
く観察す ると､今 も､余 り変らず､イ専続的な家族構造の梓が残っているのがわか
る｡息子連や娘連 と一緒にイ主んでいる老人才 も､未だ大部分 である｡一緒 に住 ま
な くても近い虞 でイ主みなが ら､たびたび老父母 とつ きあっている場合 も多い ｡ ま
た､速 く離れて住んでいる子供達 も､秋タ (仲秋節)や正月などの名節には､老
父母が住んでいる虞 (故郷) をほとん ど尋ね る｡ これは､韓国社食が産業化の急
速な変化 に もかかわ らず､親 ･チ ･孫の世代間の連結 を基盤にした樽続的 な家族
制度の核心 を､仝った く失ってしまったのではない とい うことを稲 してい る｡ こ
のような現象は韓国の未来のためにも､非常に幸いなことといえる｡樽続的な家
族別度は､われ らの心 をあたたか くしなが ら生活 を管むに必妥 なカ を養って くれ
ると いう長所のほかにも､いろいろな経済的利点 もある｡
第 lに､家族の結合は失業保険の効果がある｡例えば､家族の中で一時的 に失
業 をした り､ほかの仕事 をさがすために休んでいるとき､老父母が 自分の老後 に
封備 し貯蓄 した金 で助けてや るとか､兄弟姉妹や親戚連が助けてや る場合は､韓
国社食 では､たまたまある｡ これは､-つの保険効果が発揮 され､国民生活全体
に封 して も社食保障的 な効果がある｡欧米の 多くの園の場合､園の財政 を利用 し
て失業保険 を青鬼 しても､財政 をついやすばか りでな く､イ士事 をしようとす る意
慾 まで低下 させ る結果 を招いた｡ したがって､ このような保険剛度は財政の支出
を拡大 して国民経済にも望 ましくない状態におちいる｡ 3代にわたる家族が一緒
に生活す るイ専続的 な家族制度は､ このような否定的な要素 を伴わないで､家族全
長お互いに助けることができる立派な失業保険制度でもある｡
第 2に､博続的 な家族制度は､世代間の交流 を増加 させ､合理的 な社食保障制
度の機能 をす る｡韓国の家族制度は､子供達が まだ経済的に濁立ができない時 に
は､父母が彼 らを教育 し濁立が可能な時 まで助けてや る｡ その反射に､父母が そ
れ以上､経済活動が不可能な時は､成長 した子供達が父母 を扶養す る｡われ らの
特続的な家族別度Tでは､父母 と子供達のあいだにおたがいに利益 を蒙むること
ができる｡子供達が､父母か ら蒙むった恩恵に封す る恩返 しを拒否 し､父母の扶
養 を怠 るならば ｢不孝｣ とい う ｢レッテル｣がつ くのが韓国の文化の-つの特 色
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だ と言える｡欧米先進国は､社食保障制度のために､国民か ら税金 を徴収 して､
老人方に支給 しているが､ これは欧米先進諸国の財政状態 を大 きく悪化 させ る深
刻な婁因になっている｡韓国の碑銃的な家族制度は､政府の負担 を増や さないで､
世代間の相互的 な扶助性の役割 を果 してい る｡ 3代 にわた る大家族制度 は､老人
才の長い生活経験 を後孫にイ専遺 して､社食-肯定的 に利用 され る｡祖父母 と一緒
に生活す る子供達は､父母が忙 しいために多くの時間 を子供達 とっ さ合 うことが
出来ない場合で も､祖父母か ら生活の如鴬 を習ぶ ことが可能になるO これは､単
枚 で習んだ草枚教育に家庭教育 まで補 う役割 をす る｡ また､社食全体的 には､大
衆的 な教育水準 を高め る社食教育の向上 に も寄輿す る｡ このような家族別度 は､
社食活動か ら退城 した老人才の如織 と経験 を後孫に樽 える横合 をもた らして､間
接的には､社食に貫献す る効果 もある｡
5.むすぴに
韓国の産業社食は､意タトに も健全な革新カ を備 えてい ると評価 された｡1950年
代 まで､名目的 な農業国家として､近代産業 としては貧弱極 まりなかった韓国の
産業化 (工業化)が1994-95年の場合､電子 ･餓鋼 ･造船 ･自動車 な どの基幹工
業部門で遂げた産業構造の高度化は､想イ象を越 えた ものであった｡韓国は産業化
･情報化時代 に必要 不可欠な傭件 として､人間の価値 を保全 してゆ くための文化
面 との調和が望 ましい ことである｡産業化の進展による物質的豊富性の増大が､
反射に人間の道徳的 ･社食的価値体 系 を破壊 してはならない . 人間の精神的価値
基準 を支えて行 く文化の発展は､盲 目的 なタト禾文化 (とくに欧米文化)の模倣か
ら脱皮 して､イ専続的 な地域共同体 の美風 良俗的な固有文化 とタト来文化のメ リッ ト
を摂取 ･純化 された調和的な文化の創造にある｡価値観の多様性 とは言 え､極端
に乱雑化 している欧米社食は､産業化の急速的鎗展による物質的豊富性に もかか
わ らず､大量の失業 ･財政赤字 ･青グ年犯罪の急増 とい う社合間塊 で悩んでいる｡
まさに､近代化ない し現代化のパ ター ンが西欧化だとわれわれの認識 を誤導 した､
かつての経験 を､ これか らは無分別に受け入れないで､ 自己の侵奪な特続文化の
保全または､発展 を圏 らなければならない ｡ その代表的 な例のひとつが､韓国の
家族別度ではないか と思われ る｡21世紀の先端産業社食 に似合 う文化の継承 ･創
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